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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡用オーバーチューブを提供する。
【解決手段】前記内視鏡用オーバーチューブは、端部が
屈曲する第１部分１０１と、第１部分１０１より小さく
屈曲する第２部分１０２とを含む内視鏡用オーバーチュ
ーブにおいて、内視鏡が挿入される内側チューブと、内
側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と
、形状支持体の外周に挿入される外側チューブと、内側
チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチュー
ブと、パスチューブに移動可能に挿入され、内側チュー
ブや外側チューブの端部に連結され、第１部分の屈曲程
度を調節するための調節ワイヤとを含み、形状支持体の
第１部分の強度が形状支持体の第２部分の強度より弱く
形成されることを特徴とする。内視鏡のカメラ部分の露
出するオーバーチューブの端部分が残りの部分より強度
が弱く形成されるため、オーバーチューブの端部分が屈
曲する時、残りの部分が屈曲するのを防止することがで
きる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、第１部分より小さく屈曲する第２部分と
を含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、
　内視鏡が挿入される内側チューブと、
　内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と、
　形状支持体の外周に挿入される外側チューブと、
　内側チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチューブと、
　パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側チューブの端部に連結され、
第１部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、
　形状支持体の第１部分の強度が形状支持体の第２部分の強度より弱く形成されることを
特徴とする、内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項２】
　形状支持体は、
　ワイヤが螺旋状コイル形状または網形状に形成されることを特徴とする、請求項１に記
載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項３】
　形状支持体は、
　ワイヤの直径が調節ワイヤの直径より小さく形成されることを特徴とする、請求項２に
記載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項４】
　形状支持体は、
　第１部分のワイヤ直径が第２部分のワイヤ直径より小さく形成されることを特徴とする
、請求項２または３に記載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項５】
　形状支持体は、
　ワイヤがコイル形状の時、第１部分のワイヤピッチが第２部分のワイヤピッチより大き
く形成されることを特徴とする、請求項２～４のいずれか１項に記載の内視鏡用オーバー
チューブ。
【請求項６】
　形状支持体は、
　ワイヤが網形状の時、第１部分のメッシュが第２部分のメッシュより大きく形成される
ことを特徴とする、請求項２～５のいずれか１項に記載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項７】
　形状支持体は、
　少なくとも１つ以上のワイヤで構成するが、
　第１部分のワイヤを単一で構成し、第２部分のワイヤを２本以上で構成することを特徴
とする、請求項２～６のいずれか１項に記載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項８】
　第１部分に備えられ、屈曲調節ワイヤを連結するための固定リングをさらに含むことを
特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項９】
　端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、第１部分より小さく屈曲する第２部分と
を含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、
　内視鏡が挿入される内側チューブと、
　内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と、
　形状支持体の外周に挿入される外側チューブと、
　内側チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチューブと、
　パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側チューブの端部に連結され、
可撓性部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、
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　外側チューブや内側チューブの第１部分および第２部分の材質を異ならせて形成するが
、第１部分の強度が第２部分の強度より弱く形成されることを特徴とする、内視鏡用オー
バーチューブ。
【請求項１０】
　端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、第１部分より小さく屈曲する第２部分と
を含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、
　内視鏡が挿入される内側チューブと、
　内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と、
　形状支持体の外周に挿入される外側チューブと、
　内側チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチューブと、
　パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側チューブの端部に連結され、
可撓性部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、
　外側チューブや内側チューブの第１部分および第２部分の材質と形状支持体の第１部分
および第２部分の材質を異ならせて形成するが、第１部分の強度が第２部分の強度より弱
く形成されることを特徴とする、内視鏡用オーバーチューブ。
【請求項１１】
　第１部分は、
　端部の第１－１部分と、
　固定リングが備えられる第１－２部分と、
　固定リングから離隔し、屈曲が行われる第１－３部分と、
　第２部分に連結され、屈曲が始まる第１－４部分とを含むが、
　第１－１部分および第１－３部分の強度を第１－２部分および第１－４部分の強度より
弱く形成することを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に記載の内視鏡用オーバ
ーチューブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用オーバーチューブに関するものであって、より詳細には、内臓臓器
または体腔内部を直接見ることができる内視鏡をガイドしながら、内視鏡の端部を人体内
部の屈曲に応じて屈曲させることができる内視鏡用オーバーチューブに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、内視鏡は、手術や剖検のような身体の開腹や切開なく、小型カメラを用いて
内臓臓器または体腔内部を観察し、その異常の有無を確認することができる装置である。
【０００３】
　このような内視鏡は、通常、人体の内部の屈曲に応じて撓められるように、オーバーチ
ューブに挿入されて用いられる。このオーバーチューブは、柔軟性を有するように製作さ
れるが、柔軟性に限界がある。すなわち、既存のオーバーチューブは、使用者が折り曲げ
を調節するのではなく、人体内部の屈曲に応じて自然的に折り曲げられるように製作され
る。したがって、従来、内視鏡をオーバーチューブを用いて人体内部に挿入しても、オー
バーチューブを使用者の意図どおりに折り曲げることができず、内視鏡の末端に備えられ
るカメラを使用者の所望する方向に切り替えることができない問題があった。
【０００４】
　このような問題を解決するために、内視鏡の末端を屈曲させるためのオーバーチューブ
が米国特許登録番号ＵＳ８３９８５８７（２０１３年３月１９日：特許文献１）号に開示
されている。
【０００５】
　開示された特許文献１には、オーバーチューブの近位端および遠位端を可撓性領域に設
定し、これらの間を非可撓性領域に設定し、非可撓性領域には多数のスリットを形成して
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、非可撓性領域を多数のストリップに分割する。
【０００６】
　前記のような従来のオーバーチューブは、非可撓性領域の両端部に可撓性領域が備えら
れており、可撓性領域が互いに反対方向に屈曲するように構成されていて、内視鏡の端部
が位置する１つの可撓性領域を屈曲させる時、反対側の可撓性領域が反対方向に屈曲する
不要な屈曲が生じる問題があった。
【０００７】
　また、可撓性領域が長孔形態の開口部によって屈曲するように構成されるため、屈曲形
態の調節が難しく、繰り返し使用時、開口部にクラックが発生する問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許登録番号ＵＳ８３９８５８７（２０１３年３月１９日）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであって、オーバーチュ
ーブを複数の層で構成し、可撓性領域と非可撓性領域との強度を互いに異ならせて構成す
ることで、可撓性領域の屈曲時、不要な屈曲が生じないようにした内視鏡用オーバーチュ
ーブを提供することを目的とする。
【００１０】
　また、可撓性領域の強度を細分することで、可撓性領域の屈曲形態を自由に調節できる
ようにした内視鏡用オーバーチューブを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するための本発明は、端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、
第１部分より小さく屈曲する第２部分とを含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、内視
鏡が挿入される内側チューブと、内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体
と、形状支持体の外周に挿入される外側チューブと、内側チューブと外側チューブとの間
に備えられるパスチューブと、パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側
チューブの端部に連結され、第１部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、
形状支持体の第１部分の強度が形状支持体の第２部分の強度より弱く形成されることを特
徴とする。
【００１２】
　また、形状支持体は、ワイヤが螺旋状コイル形状または網形状に形成されることが好ま
しい。
【００１３】
　また、形状支持体は、ワイヤの直径が調節ワイヤの直径より小さく形成されることが好
ましい。
【００１４】
　また、形状支持体は、第１部分のワイヤ直径が第２部分のワイヤ直径より小さく形成さ
れることが好ましい。
【００１５】
　また、形状支持体は、ワイヤがコイル形状の時、第１部分のワイヤピッチが第２部分の
ワイヤピッチより大きく形成されることが好ましい。
【００１６】
　また、形状支持体は、ワイヤが網形状の時、第１部分のメッシュが第２部分のメッシュ
より大きく形成されることが好ましい。
【００１７】
　また、形状支持体は、少なくとも１つ以上のワイヤで構成するが、第１部分のワイヤを
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単一で構成し、第２部分のワイヤを２本以上で構成することが好ましい。
【００１８】
　また、第１部分に備えられ、屈曲調節ワイヤを連結するための固定リングをさらに含む
ことを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、第１部分より小さく屈
曲する第２部分とを含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、内視鏡が挿入される内側チ
ューブと、内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と、形状支持体の外周
に挿入される外側チューブと、内側チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチュ
ーブと、パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側チューブの端部に連結
され、可撓性部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、外側チューブや内側
チューブの第１部分および第２部分の材質を異ならせて形成するが、第１部分の強度が第
２部分の強度より弱く形成されることを特徴とする。
【００２０】
　さらに、本発明は、端部が屈曲する第１部分と、第１部分に伸び、第１部分より小さく
屈曲する第２部分とを含む内視鏡用オーバーチューブにおいて、内視鏡が挿入される内側
チューブと、内側チューブを囲んで形状を維持するための形状支持体と、形状支持体の外
周に挿入される外側チューブと、内側チューブと外側チューブとの間に備えられるパスチ
ューブと、パスチューブに移動可能に挿入され、内側チューブや外側チューブの端部に連
結され、可撓性部分の屈曲程度を調節するための調節ワイヤとを含み、外側チューブや内
側チューブの第１部分および第２部分の材質と形状支持体の第１部分および第２部分の材
質を異ならせて形成するが、第１部分の強度が第２部分の強度より弱く形成されることを
特徴とする。
【００２１】
　また、第１部分は、端部の第１－１部分と、固定リングが備えられる第１－２部分と、
固定リングから離隔し、屈曲が行われる第１－３部分と、第２部分に連結され、屈曲が始
まる第１－４部分とを含むが、第１－１部分および第１－３部分の強度を第１－２部分お
よび第１－４部分の強度より弱く形成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、内視鏡のカメラ部分の露出するオーバーチューブの端部分が残りの部
分より強度が弱く形成されるため、オーバーチューブの端部分が屈曲する時、残りの部分
が屈曲するのを防止することができる。
【００２３】
　また、屈曲するオバーチューブの端部分が強度を異ならせて細分されることにより、オ
ーバーチューブの屈曲を細かく調節することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブを示す斜視図である。
【図２】図１の内視鏡用オーバーチューブを示す断面図である。
【図３】図１のオーバーチューブにおいて第１部分を細分して示す側面図である。
【図４】図１のオーバーチューブにおいて第１部分および第２部分の形状支持体の形態を
示す図である。
【図５】図１のオーバーチューブにおいて第１部分および第２部分の形状支持体の他の形
態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の実施のための具体的な実施形態を、添付した図面を参照して説明する。この過
程において、図面に示された線の厚さや構成要素の大きさなどは、説明の明瞭性と便宜上
誇張されて示されていることがある。また、後述する用語は、本発明における機能を考慮
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して定義された用語であり、これは、使用者、運用者の意図または慣例によって異なり得
る。そのため、このような用語に対する定義は、本明細書全般にわたる内容に基づいて行
われなければならない。
【００２６】
　図１は、本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブを示す斜視図であり、
図２は、図１の内視鏡用オーバーチューブを示す断面図であり、図３は、図１のオーバー
チューブにおいて第１部分を細分して示す側面図である。図４は、図１のオーバーチュー
ブにおいて第１部分および第２部分の形状支持体の形態を示す図であり、図５は、図１の
オーバーチューブにおいて第１部分および第２部分の形状支持体の他の形態を示す図であ
る。
【００２７】
　図示のように、本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブ１００は、内視
鏡を挿入して用いるためのものであり、内視鏡の端部が位置して屈曲する第１部分１０１
と、第１部分１０１に伸び、第１部分１０１より小さく屈曲する第２部分１０２とを含む
が、内側チューブ１１０と、形状支持体１２０と、外側チューブ１３０と、パスチューブ
１４０と、屈曲調節ワイヤ１５０とから大きく構成される。
【００２８】
　まず、第１部分１０１は、内視鏡が挿入されるオーバーチューブ１００において、カメ
ラの付いている内視鏡の一端部が挿入されて位置するオーバーチューブ１００の一端部を
指す部分である。すなわち、第１部分１０１は、内視鏡の一端部が屈曲できるように、オ
ーバーチューブ１００において屈曲する部分を指すものである。
【００２９】
　第２部分１０２は、第１部分１０１に伸びる部分で、オーバーチューブ１００において
一端部を除いた部分をいい、この第１部分１０１より小さく屈曲するように、第１部分１
０１より強い材質で形成される。
【００３０】
　ここで、第２部分１０２は、第１部分１０１より強い材質で形成され、第１部分１０１
より小さく屈曲するように構成されるが、この第２部分１０２よりも強い材質で形成し、
第２部分１０２より屈曲しないように構成する第３部分１０３を含んで構成することもで
きる。すなわち、第３部分は、第１部分１０１の反対側に構成し、第２部分１０２より強
い材質で形成し、第１部分１０１の屈曲を調節するための、後述する屈曲調節器具１６０
を構成する部分として用いることができる。
【００３１】
　内側チューブ１１０は、内視鏡が挿入される部分であり、内視鏡が接触するため、摩擦
を低減するための潤滑性の良い材質で形成される。
【００３２】
　内側チューブ１１０は、内視鏡のカメラが位置する端部が第１部分１０１に相当し、こ
の端部に伸びる部分が第２部分１０２に相当するものであり、第１部分１０１の強度が第
２部分１０２の強度より弱く形成される。
【００３３】
　形状支持体１２０は、内側チューブ１１０の外周面を囲む形態で構成され、オーバーチ
ューブ１００の形状を維持する骨組みの役割を果たす。形状支持体１２０は、ワイヤが螺
旋状コイル形状で内側チューブ１１０の外周面を囲むか、網形状で内側チューブ１１０の
外周面を囲むように構成される。ここで、形状支持体１２０を構成するワイヤは、後述す
る屈曲調節ワイヤ１５０の直径より小さい直径で形成される。
【００３４】
　形状支持体１２０は、内視鏡のカメラが位置するオーバーチューブ１００の端部に相当
する第１部分１０１のワイヤ直径が第２部分１０２のワイヤ直径より小さく形成される。
すなわち、形状支持体１２０は、内視鏡のカメラが位置する第１部分１０１が第２部分１
０２より屈曲しやすいように、第１部分１０１の強度が第２部分１０２の強度より弱く形
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成されるのである。
【００３５】
　形状支持体１２０は、ワイヤがコイル形状に形成される時、第１部分１０１の屈曲が第
２部分１０２より良くなるように、第１部分１０１のワイヤピッチＰ２を第２部分１０２
のワイヤピッチＰ１より大きく形成して構成することができる。
【００３６】
　形状支持体１２０は、ワイヤが網形状に形成される時、第１部分１０１の屈曲が第２部
分１０２より良くなるように、第１部分１０１のメッシュＭ２を第２部分１０２のメッシ
ュＭ１より大きく形成して構成することができる。
【００３７】
　形状支持体１２０は、第１部分１０１のワイヤ材質および第２部分１０２のワイヤ材質
を異ならせて構成するが、第１部分１０１のワイヤを第２部分１０２のワイヤより柔らか
い材質で形成することもできる。
【００３８】
　形状支持体１２０は、ワイヤを単一で構成するか、２本以上を編み組んで形成すること
ができる。すなわち、形状支持体１２０は、第１部分１０１のワイヤを単一で構成し、第
２部分１０２のワイヤを２本以上で構成することで、第１部分１０１の強度を第２部分１
０２の強度より小さく構成することもできる。
【００３９】
　外側チューブ１３０は、最外郭層を構成して人体組織に触れる部分であり、内側チュー
ブ１１０の外側で形状支持体１２０を囲んで構成される。ここで、外側チューブ１３０も
、内側チューブ１１０と同様に、第１部分１０１の材質を第２部分１０２の材質より柔ら
かい材質で構成し、第１部分１０１の強度を第２部分１０２の強度より弱くして構成する
ことができる。
【００４０】
　パスチューブ１４０は、図２のように、内側チューブ１１０と外側チューブ１３０との
間に備えるか、内側チューブ１１０または外側チューブ１３０内に一体に成形して一体に
形成することができる。パスチューブ１４０は、一対で構成され、互いに向き合う位置す
なわち、１８０度の間隔で離隔して備えられる。
【００４１】
　パスチューブ１４０は、内視鏡が挿入されるオーバーチューブ１００の端部を屈曲させ
るための屈曲調節ワイヤ１５０が挿入され、往復移動できるように、屈曲調節ワイヤ１５
０の外径より大きい内径に形成される。
【００４２】
　屈曲調節ワイヤ１５０は、パスチューブ１４０に挿入され、往復移動しながらオーバー
チューブ１００の端部を屈曲させるためのものであり、一端部が内側チューブ１１０また
は外側チューブ１３０の端部に連結され、他端部が外側チューブ１３０の第２部分の端部
または第３部分に備えられる屈曲調節器具１６０に連結される。
【００４３】
　この屈曲調節ワイヤ１５０は、単一または２本以上を編み組んで構成することができる
。そして、屈曲調節ワイヤ１５０は、表面にポリウレタンコーティング層を被覆し、屈曲
調節ワイヤ１５０の引っ張りまたは引っ張り解除時、パスチューブ１４０との摩擦が最小
化できるように構成することもできる。
【００４４】
　第１部分１０１において、外側チューブ１３０の端部と内側チューブ１１０の端部との
間には、屈曲調節ワイヤ１５０の一端部を連結し、外側チューブ１３０や内側チューブ１
１０に固定するための固定リング１７０が備えられる。
【００４５】
　屈曲調節器具１６０は、ワイヤの他端部を連結し、使用者が操作可能に外側チューブ１
３０の外側に備えられる。この屈曲調節器具１６０は、使用者が操作する時、一対の屈曲
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調節ワイヤ１５０のいずれか１つを引っ張るように構成される。
【００４６】
　また、内側チューブ１１０と外側チューブ１３０は、内視鏡のカメラが位置する第１部
分１０１を、柔軟な材質であるＰＵ（Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ）、シリコーンなどで形
成することができる。また、内側チューブ１１０と外側チューブ１３０の第２部分１０２
は、第１部分１０１より硬い材質であるＰＥ（Ｐｏｌｙ　Ｅｔｈｙｌｅｎｅ）、ＰＰ（Ｐ
ｏｌｙ　Ｐｒｏｐｙｌｅｎｅ）などで形成することができる。
【００４７】
　すなわち、本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブは、内側チューブ１
１０や外側チューブ１３０の第１部分１０１の材質および第２部分１０２の材質を異なら
せて使用するが、第１部分１０１の材質の強度より第２部分１０２の材質の強度が大きい
ものを使用することにより、第１部分１０１および第２部分１０２の強度を異ならせるこ
とができるのである。
【００４８】
　また、本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブは、内側チューブ１１０
や外側チューブ１３０の第１部分１０１の材質および第２部分１０２の材質を異ならせて
形成すると共に、形状支持体１２０の第１部分１０１の材質および第２部分１０２の材質
を異ならせて形成することで、第１部分１０１の強度が第２部分１０２の強度より弱く形
成できるのである。
【００４９】
　一方、オーバーチューブ１００の第１部分１０１をより細分して、内視鏡のカメラが露
出する端部に相当する第１－１部分１０１ａと、固定リング１７０が備えられる第１－２
部分１０１ｂと、固定リング１７０から離隔して屈曲が行われる第１－３部分１０１ｃと
、第２部分に連結され、屈曲が始まる第１－４部分１０１ｄとを含むが、第１－１部分１
０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの強度を第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分１
０１ｄの強度より小さく構成する。
【００５０】
　ここで、第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの強度は、同一に構成する
か、異ならせて構成することができるが、第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０
１ｃの強度を異ならせて構成する場合、屈曲が大きく行われる第１－３部分１０１ｃの強
度を第１－１部分１０１ａの強度より弱く構成することが好ましい。
【００５１】
　第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分１０１ｄの強度は、同一に構成するか、異な
らせて構成することができるが、固定リングが挿入される部分である第１－２部分１０１
ｂの強度を第１－４部分１０１ｄの強度より大きく構成することができる。
【００５２】
　第１部分１０１において、第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの強度と
第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分１０１ｄの強度とを互いに異ならせる場合に、
内側チューブ１１０や外側チューブ１３０の材質を細分して異ならせて構成することがで
き、本発明の実施形態のように、形状支持体１２０の第１部分１０１を細分した後に、細
分された第１部分１０１の形状支持体１２０の強度を異ならせて構成したことを例として
説明する。
【００５３】
　オーバーチューブ１００の形状支持体１２０において、第１－２部分１０１ｂおよび第
１－４部分１０１ｄのワイヤ直径を第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの
ワイヤ直径より大きくするか、第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分１０１ｄのワイ
ヤ本数を第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃのワイヤ本数より多く構成す
ることができる。
【００５４】
　また、形状支持体１２０を構成するワイヤがコイル形状の場合、第１－２部分１０１ｂ
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および第１－４部分１０１ｄのワイヤピッチを第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分
１０１ｃのワイヤピッチより小さく構成し、第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分１
０１ｄの強度を第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの強度より強くするこ
とができるのである。
【００５５】
　そして、形状支持体１２０を構成するワイヤが網形状の場合、第１－２部分１０１ｂお
よび第１－４部分１０１ｄのワイヤメッシュを第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分
１０１ｃのワイヤメッシュより小さく構成し、第１－２部分１０１ｂおよび第１－４部分
１０１ｄの強度を第１－１部分１０１ａおよび第１－３部分１０１ｃの強度より強くする
ことができるのである。
【００５６】
　前記のような構成を有する本発明の一実施形態にかかる内視鏡用オーバーチューブに対
する製作過程を簡略に説明する。
【００５７】
　まず、内側チューブ１１０を射出成形で形成する。ここで、内側チューブ１１０の第１
部分１０１および第２部分１０２を互いに異なる材質で射出成形する場合には、内側チュ
ーブ１１０の第１部分１０１を先に射出成形した後に、第１部分１０１を金型に入れ、第
２部分１０２を射出成形で一体化させる。
【００５８】
　その後、コイル形状からなるワイヤまたは網形状のワイヤで内側チューブ１１０の外周
面を囲んで形状支持体１２０を形成する。ここで、形状支持体１２０の第１部分１０１の
強度および第２部分１０２の強度が互いに異なって構成されるため、形状支持体１２０の
第１部分１０１または第２部分１０２のうちのいずれか１つの部分を先に形成した後に、
残りの一部分を形成するのである。
【００５９】
　ここで、パスチューブ１４０は、別途に製作して、形状支持体１２０の構成された内側
チューブ１１０に形状支持体１２０が構成される前の内側チューブ１１０に固定するか、
形状支持体１２０の構成された内側チューブ１１０に射出成形で形成することができるの
である。
【００６０】
　その後、形状支持体１２０とパスチューブ１４０とが構成された内側チューブ１１０を
外側チューブ成形用金型にインサートし、射出成形で外側チューブ１３０を成形する。
【００６１】
　外側チューブ１３０の第１部分１０１および第２部分１０２が互いに異なる材質からな
ると、外側チューブ１３０の第１部分１０１を先に射出成形した後に、第２部分１０２を
成形するのである。
【００６２】
　外側チューブ１３０が完全に形成されると、外側チューブ１３０の第２部分１０２また
は第３部分１０３に屈曲調節器具１６０を設ける。
【００６３】
　以上、本発明は、図面に示された実施形態を参照して説明されたが、これは例示的なも
のに過ぎず、当該技術の属する分野における通常の知識を有する者であれば、これから多
様な変形および均等な他の実施形態が可能であることを理解することができる。したがっ
て、本発明の真の技術的保護範囲は、以下の特許請求の範囲によって定められなければな
らない。
【符号の説明】
【００６４】
　１００：オーバーチューブ
　１０１：第１部分
　１０１ａ：第１－１部分
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　１０１ｂ：第１－２部分
　１０１ｃ：第１－３部分
　１０１ｄ：第１－４部分
　１０２：第２部分
　１０３：第３部分
　１１０：内側チューブ
　１２０：形状支持体
　１３０：外側チューブ
　１４０：パスチューブ
　１５０：屈曲調節ワイヤ
　１６０：屈曲調節器具
　１７０：固定リング

【図１】

【図２】

【図３】
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